
１ 業況判断（DI）について
①Ｒ３.２と比べた業況の現状 ② 約３カ月後の見通し

２ 資金繰りについて
①Ｒ３.２と比べた資金繰り状況 ②Ｒ３.２と比べた金融機関の貸出態度

R2年11月時と比べて、資金繰りの状況はいかがですか。 R2年11月時と比べて、金融機関の貸出姿勢はいかがですか。

楽になった 4.3 ％ （前回 3.9 ％） 緩やかになった 10.2 ％ （前回 6.0 ％)

厳しくなった 19.9 ％ （前回 19.1 ％） 厳しくなった 2.9 ％ （前回 4.4 ％)

変化なし 75.8 ％ （前回 77.0 ％） 変化なし 86.8 ％ （前回 89.6 ％)

楽になった 6.8 ％ （前回 4.1 ％） 緩やかになった 10.0 ％ （前回 6.0 ％)

厳しくなった 18.4 ％ （前回 19.0 ％） 厳しくなった 1.0 ％ （前回 4.3 ％)

変化なし 74.8 ％ （前回 76.9 ％） 変化なし 89.0 ％ （前回 89.7 ％)

楽になった 1.9 ％ （前回 3.7 ％） 緩やかになった 10.5 ％ （前回 6.0 ％)

厳しくなった 21.3 ％ （前回 19.3 ％） 厳しくなった 4.8 ％ （前回 4.5 ％)

変化なし 76.9 ％ （前回 77.0 ％） 変化なし 84.8 ％ （前回 89.5 ％)

全体 全体

製造業 製造業

非製造業 非製造業
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３ 新型コロナウイルスの感染拡大に係る影響について
①現時点で生じている経営への影響や懸念について教えてください。

②現時点で生じている悪影響について（複数回答可）

③生じている悪影響への対応策について（複数回答可）

既に悪い影響が生じている 69.1 ％

今後影響が生じる懸念はある 23.6 ％

影響はない 6.4 ％

良い影響が生じている 0.9 ％

既に悪い影響が生じている 62.0 ％

今後影響が生じる懸念はある 25.0 ％

影響はない 12.0 ％

良い影響が生じている 0.9 ％

製造業

非製造業
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④現時点の従業員の過不足はいかがですか。

⑤不足している場合、充足の状況はいかがですか。

４ 新卒採用の予定について
①来年（令和４年）３月卒の新卒採用を予定していますか。

②予定している場合、前年と比べて新卒採用者数の増減はいかがですか。
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③予定している場合、どのような職種の募集を行う予定ですか。（複数回答可）
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５ SDGｓ（エスディージーズ）について
①SDGｓについて、ご存じですか。
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②SDGｓへの取組について、どのように対応されますか。
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④SDGｓへの対応に当たっての課題はなんですか。（複数回答可）
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③具体的な取組内容について教えてください。（複数回答可）
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６ 調査結果のまとめ

（１）業況判断DI

全体では▲23.8となり、前回から2.8ポイントとわずかながら改善したが、依然として厳しい

状況が続いている。業種別では、製造業では前回と変わらず0.0で、非製造業では前回から5.4ポ

イント改善したものの▲28.9と、企業規模別でも、大企業が▲6.7と前回から6.7ポイント悪化、

中小企業では前回と比べ4.0ポイント改善はしたものの▲25.3となっている。

また、先行きも▲10.6と、前回から2.2ポイント改善している。製造業が0.0（前回0.0）である

のに比べて非製造業は▲14.5（前回▲17.6）、また企業規模別では、大企業が0.0（全回0.0）で

あるのに比べ、中小企業・小規模事業者は▲11.5（前回▲14.2）となっている。非製造業や中小

企業・小規模事業者において若干の改善は見られるものの、先行きへの懸念が払拭されていない

ことがうかがえる。

（２）資金繰り

資金繰りの状況は、R3.2と比べると、「楽になった」が5.0％（前回4.3％）、「変化なし」が

71.8％（前回75.8％）と減少する一方で、 「厳しくなった」が23.2％（前回19.9％）と増加して

いる。また、R3.2と比べた金融機関の貸出態度も、「緩やかになった」が4.6％（前回10.2％）

と減少し、「厳しくなった」が4.0％（前回2.9％）と微増している。既に受けた融資の返済が始

まる事業者もある中で、影響の長期化を受け、追加融資等の必要が生じる場合もあり、金融機関

に求められる役割は大きい。

（３）新型コロナウイルスの感染拡大に係る影響

「既に悪い影響が生じている」が58.7％（前回65.6％）と減少し、「影響はない」が12.7％

（前回9.2％）と増加しており、影響が若干ではあるが、改善していることがうかがわれる。

具体的な影響は、「製品・サービスの受注・売上減少、来客減少」が47.0％、「従業員や顧客

の感染防止対策等に伴うコスト増」が20.2％、「出張禁止等による営業機会の喪失」が12.2％、

「資金繰りの悪化」が8.4％と続いている。

企業の対応策では、「設備投資計画の見直し」が11.4％（前回10.1％）、「価格の見直し」が

10.0％（前回7.0％）、「イベント等の中止・延期」が9.4％（前回8.9％）とやや増加した。一方、

減少したものは、「製品・サービスの生産・販売計画」が27.1％（前回28.2％）、「営業スタイ

ルの見直し」が14.7％（前回16.1％）、「従業員の出勤見合わせ」が6.7％（前回7.4％）、「金

融機関への資金相談」が6.0％（前回7.6％）、「物流ルートの見直し」が4.0％（前回4.3％）、

「テレワークの実施」が4.0％（前回6.0％）となっている。
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（４）新卒採用の予定について

来年（令和４年）３月卒の新卒採用については、「予定している」が28.6％ 、「予定してい

ない」が63.5％、「未定」が7.9％となっている。企業規模別に見た場合、大企業は「予定して

いる」が100％となっているのに比べ、中小企業・小規模事業者は、22.4％にとどまっている。

令和元年５月調査（令和２年３月卒の新卒採用）においては、「予定している」が29.0％ 、

「予定していない」が51.4％、「未定」が19.6％となっており、コロナウイルス感染症が拡大す

る前の水準とほぼ同等となっていることがわかった。

（５）SDGsについて

「よく知っている」が10.1％、「概ね知っている」が41.3％となり、認知している企業は、合

わせて51.4％で、前回（令和2年2月）調査の26.4%と比較すると、一定の割合で認知が進んでい

ることがうかがえる。一方で、「聞いたことはあるが、内容はよく分からない」が33.3％、「知

らない（聞いたことがない）」が15.3％で、計48.6％となり、半数の企業で認知が進んでいない

ことがわかった。

取組の進捗状況については、「既に一定の取組を行っている」が18.5%となっており、企業規

模別に見た場合、大企業が80.0％となっているのに比べ、中小企業・小規模事業者は、13.2％に

とどまっており、中小企業・小規模事業者の多くで、具体的な取組が進んでいないことがわかっ

た。
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